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授業者 高崎市立箕郷中学校 竹鼻弘之 教諭
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第 学年 「平行線と角 にお くさび形第２学年の「平行線と角」において、くさび形の
四角形がもつ性質について説明する学習を公
開しました！

県内各地から６０
者名を超える参加者

があり、授業を参
観していただくと
ともに、熱のこ
もった授業研究会
が行われました。

【単元】 ２年 『平行線と角』

【本時のねらい】

くさび形の四角形がもつ性質を、既習の図形の性質から根拠と
なるものを選び、筋道を立てて説明できるようにする

【伸ばしたい資質・能力】

・新たな図形の性質を演繹的に説明するには、既習の図形
の性質に帰着させて考えていけばよいことの理解

・見出したくさび形の性質を、三角形の内角と外角の性質、
平行線の性質を利用して、根拠を明らかにし筋道を立て
て説明する力



授業の様子

４．一人一人が学習課題を追究１．既習の図形の性質を確認

２ 本時の学習課題を確認

６つの既習の図形の性質を確認

どの図形の性
質が使えそう
かな？

２．本時の学習課題を確認

ホワイトボードに説明
を書かせて発表の準備

生徒一人一人が【学習課題】
左の図には必ず次の関係があることを説明

しよう！
∠ＡＤＣ＝∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ

５．くさび形の四角形がもつ性質を説明くさび形を示しながら課題を確認

① まず、隣同士で説明し合う

３．どうすれば説明できるか見通しをもつ
② 次に、黒板で１つめの方法を説明

どうすれば説明できるか考えさせ、見通しを
発表させた

４．ランク付けした理由を考える
上位３位までにランク
された提案について、
なぜ上位に選んだのか、
その理由を考えました。

Ａ君は、なぜこ
こに線を引こう
としたと思う？

なぜ 錯角が

発表させた

なぜ、この提案の方が、「よりよい
まちづくり」につながるのかな？

なぜその補助線を
引こうとしたのか
全体に問い掛け、
既習事項と結びつ
けられるようにし
ました。

なぜ、錯角が
できるのか問
い掛け、他の
生徒に説明さ
せました。



授業の様子

③ 次に、２つめの方法を説明

【授業研究会での意見】
＜よかった点＞
・伸ばしたい資質・能力を明確にして、授
業作りが行われていた。

・既習事項と結び付けながら、きちんと見
通しをもたせる場面があった。
他 生徒 考えを読 取ら た 根拠・他の生徒の考えを読み取らせたり、根拠
を考えさせたり
する中で、生徒
同士の学び合う
姿が見られた。

＜改善点＞
見通しの場面で

言葉や式の説明
のみ発表させて、
どのような図に
なるのか他の生
徒に考えさせま
した。

←言葉の説明から考えを
・見通しの場面で
出された考えを
視覚的に残しておくべきである。

・それぞれの補助線の意図を明確にできる
ようにしていくとよい。

・説明させた内容と、既習事項のフラッ
シュカードを結び付けて、視覚的に根拠
が分かるようにするとよい

こういえるのは
なぜ？

どの図形の性
質を使っている

読み取って、補助線を
記入

生徒一人一人が

が分かるようにするとよい。

【参加者の声】
・伸ばしたい資質・能力、手立てを明確にした上
で、授業提示していただき感謝。図をかいた
子供とは別の子供に説明を言わせること、また、
説明を書いた後に図を書かせるなど、子どもた
ちの発表のさせ方の工夫がたくさん見られまし

質を使っている
の？

発表された説明
や図から、なぜ
そう言えるのか

ちの発表のさせ方の工夫がたくさん見られまし
た。「はばたく群馬の指導プラン」に含まれて
いる指導上のポイントがたくさん盛り込まれた
授業でした。

・考えた授業には、必ず相手に伝わる何かがあ
ることが分かりました。教師として「授業をしっ
かり考えて作る」ことをずっと心掛けていきたい
と感じました

そう言えるのか
根拠を問い掛け、
考えを深めてい
きました。

６．本時の学習をふりかえり、まとめる

【授業者の感想】
「伸ばしたい資質・能力」をはっきりさ

せて、めざす姿を明確にもつと、生徒をそ
の姿まで引き上げるために指導がかわり、
その結果、生徒の姿が明らかに変わってく
ることを実感しま

と感じました。
←根拠を青字で付けたし

今日の授業で分か たことをプリントに記入 ることを実感しま
した。
常にめざす姿を

意識して、日々の
授業に取り組んで
いきたいです。

＜生徒の振り返り 例＞
三角形や平行線の性質を
使うと、難しい角の性質
も説明できる。

今日の授業で分かったことをプリントに記入



提案授業について （数学）

本時のねらい

くさび形の四角形がもつ性質を、既習の図形の性質から根拠となるものを選び、筋道を

立てて説明することができるようにする。

伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力 学習活動

知 ・新たな図形の性質を演繹的に説明するには、既習の図形 ・くさび形の角の性質が成

・ の性質に帰着させて考えていけばよいことの理解 り立つわけを補助線等を

技 利用して見つけ、根拠を

示しながら説明する。

思 ・見いだしたくさび形の性質を、三角形の内角と外角の性

・ 質、平行線の性質を利用して、根拠を明らかにし筋道を

表 立てて説明する力

＜提案する手立て＞

【見通しをもって考えるための工夫】

・補助線に見立てた棒を図に重ねて動かすことで、様々な補助線を具体的にイメージでき

るようにする。

・生徒が考えた補助線が、どの既習事項と結びつくのか意識できるよう、その補助

線で説明できる理由を必ず問いかける。

・自分の考えた補助線で説明できるか試行できるよう、くさび形の図が複数かかれ

たワークシートを準備する。

【根拠を明らかにし筋道を立てて説明する力を伸ばすための工夫】

・発表された考えがどの既習事項と結び付くのか考えさせる。

・図のみを発表させ、他の生徒に考えを読み取らせたり、説明のみを発表させ、図

と結びつけさせたりする。

＜協議の視点＞

①伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力について

②提案する手立てについて

高崎市立箕郷中学校



数学科学習指導案
平成25年10月18日(金曜日)第５校時(13:35～14:25)２年３組教室 指導者 竹鼻 弘之

１ 単元名 平行線と角

２ 考察
(1) 教材観

①学習内容：学習指導要領上の位置付け
・Ｂ図形（１） 観察、操作や実験などの活動を通して、基本的な平面図形の性質を見いだし、平

行線の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。
ア 平行線や角の性質を理解し、それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。
イ 平行線の性質や三角形の角についての性質を基にして、多角形の角についての性

質が見いだせることを知ること
②主な伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力
・対頂角、同位角、錯角の意味、平行線の性質や条件、多角形の内角や外角の和の理解
・平面図形の角の性質を帰納的な方法で示すことと演繹的な方法で示すことの違いの理解
・対頂角、平行線の角（同位角・錯角）、三角形の角（内角・外角）などの学んだ性質を用いて、角の

大きさを求める技能
・平面図形の角についての関係を数学の用語や記号を用いて表現する技能
・対頂角の性質、平行線の性質、多角形の内角や外角の和など平面図形の角についての関係を見い

だす力
・図形の性質を、根拠を明らかにしながら筋道を立てて説明する力
③そのために必要な指導・学習活動
・平面図形の角の性質について系統的に理解させるために、点、直線、２直線、３直線でできる単

純な図形からより複雑な図形の角について追究させ、その図形がもつ性質を見いださせる。
点の周りの角 → 平角 → 対頂角 → (平行線の)同位角・錯角 → 三角形の内角・外角 → 多角形の内角・外角

・次に、見いだした図形の性質がいつでも成り立つことを、既習の図形の性質から根拠となるもの
を用いて演繹的に示す活動に取り組ませる。その際、自分の言葉で筋道を立てて説明させる。

・また、学習し、既習となった図形の性質を活用して、他の図形の角の大きさを求めたり、他の図
形で成り立つ性質を説明したりする活動に取り組ませる。

・さらに、自他の説明を振り返る場面を設けて、よりよい説明の仕方を考えたり、数学の用語や記
号を用いた簡潔な表現のよさに気づいたりできるようにする。

④今後の学習への活用
・三角形の合同条件などを基にして、三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に説明する学習
・相似な図形の性質や円周角の定理、三平方の定理を用いて図形の性質を考察する学習

(2) 本単元に関わる生徒の実態及び指導方針（男子12名 女子12名 計24名）
①既習の学習内容
・角の二等分線、垂直二等分線、垂線などの基本的な作図方法を理解し活用すること
・合同な２つの図形の位置関係を、平行移動、対称移動及び回転移動でとらえること
・空間図形を直線や平面図形の移動によって構成されるものととらえたり、空間図形を平面上に表

現して平面上の表現から空間図形の性質を読み取ったりすること
②実態及び指導方針

＜知識・技能 等＞
・直線、半直線、線分の違いについては、ほとんどの生徒が正しく理解しているが、点や直線の位

置関係や、点や直線の距離についての理解は十分ではない。
・角の二等分線、垂直二等分線、垂線などの基本的な作図の手順は多くの生徒が理解しており、定

規やコンパスを用いて正しく作図することができる。しかし、角の辺から等しい距離にある点の
集まりが角の二等分線であることなどを作図方法と結び付けて理解している生徒は多くない。

・空間図形を平面上に表現したり、平面上の表現から空間図形を読みとったりするなど、直観的な
図形の理解はできている。

・実際に図をかかせ、角の大きさを観察させたり測定させたり、根拠となる既習事項と結び付けな
がら考えさせたりして、実感を伴って理解できるようにするとともに、角の大きさや和などを求
める際には、なぜそのように求められるのか問い掛け、既習事項と常に結び付けて説明させなが
ら理解を深められるようにする。
＜思考力・表現力 等＞

・基本的な作図はできるが、その手順を説明することや他の作図に活用することを苦手とする生徒
が多い。また、作図ができる根拠を的確に説明できる生徒は少ない。

・図形の移動について直観的な理解はできているが、移動の特徴を、「平行移動では対応する点を
結んだ線分が平行で長さが等しい」のように言葉を用いて適切に表現することは十分ではない。

・筋道を立てて考えたり、考えた手順や考え方を的確に説明できるように、既習の図形の性質の中
から根拠となるものを用いて演繹的に説明させたり、既習となった図形の性質を用いて、他の図
形の角の大きさを求めたり、他の図形で成り立つ性質を説明したりする活動を計画的に設定する。

・思考を深めるために、集団追究の場で、他の生徒の考えを読み取らせたり、根拠を説明させたりする。



３ 単元の目標

観察、操作や実験などの活動を通して平行線や多角形などの角の性質を見いだし、その性質が成り

立つことを既習の図形の性質を根拠にして筋道を立てて説明することができるようにする。

４ 評価規準及び指導の計画概要（全８時間予定）＊詳細な「単元構想」は、別紙参照

数学への 平面図形の角の性質に関心をもち、平行線や角の性質を帰
関心・意欲・態度 納的に確かめて演繹的に導いたり、多角形の内角の和や外角

の和を既習の図形の性質に帰着させて考えたりしようとして
評 いる。

価 数学的な見方や考え方 対頂角や平行線の性質を見いだしたり、多角形の内角や外
角の和について予想したりしたことを、根拠となる図形の性

規 質を明らかにしながら筋道を立てて説明することができる。

準 数学的な技能 対頂角や平行線の性質を用いて角の大きさを求めたり、多
角形の内角の和や外角の和などを求めたりすることができる。

数量や図形など 平行線の性質，三角形の内角の和や内角と外角の性質，多角形の内
についての知識・理解 角の和や外角の和の求め方，帰納的な方法と演繹的な方法で示すこと

の違いを理解している。

伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力
時間 主な内容 主な学習活動

知識・技能 等 思考力・表現力 等

第１ 平行線と ・対頂角、同位角、錯角 ・対頂角の性質や平行線 ・対頂角の意味と性質、
～ 角の性質 の意味の理解 の性質、平行線になる 同位角、錯角の意味

３時 ・対頂角の性質、平行線 ための条件を見いだす を知る。
の性質、平行線になる 力 ・平行線の性質、平行
条件の理解 ・対頂角の性質や平行線 線になるための条件

・補助線の必要性の理解 の性質、平行線になる を調べ、説明し、平
・対頂角や平行線の性質 ための条件について予 行線の性質を活用し

を使って、角の大きさ 想したことが一般的に て問題を解決する。
を求める技能 成り立つことを筋道を

・平行線になる条件を使 立てて説明する力
って、２直線の位置関 ・問題を解くために補助
係を表す技能 線を利用して考える力

第４ 三角形の ・実験・実測を基にした ・三角形の内角や外角の ・三角形の内角と外角
～ 角 帰納的な説明と演繹的 性質、くさび形の角の の性質について調べ、

６時 な説明の特徴の理解 性質を見いだす力 説明し、内角と外角
・三角形の内角と外角の ・三角形の内角や外角の の性質を活用して図

性質の理解 性質、くさび形の角の 形の角の大きさを求
(本時 ・三角形の内角と外角の 性質を、根拠を明らか める。
第６時) 性質を使って、角の大 にして筋道を立てて説 ・くさび形の角の性質

きさを求める技能 明する力 が成り立つわけを、
根拠を示しながら説
明する。

第７ 多角形の ・多角形の内角と外角の ・多角形の内角の和の求 ・多角形の内角の和や
～ 内角と外 意味の理解 め方を、根拠を明らか 外角の和の求め方を

８時 角 ・多角形の内角の和と外 にして筋道を立てて説 考え、説明し、その
角の和の求め方の理解 明する力 性質を活用して問題

・多角形の内角の和を求 ・多角形の外角の和の求 を解決する。
める技能 め方を、根拠を明らか

・多角形の内角の和や外 にして筋道を立てて説
角の和の性質を使って、 明する力
図形の角の大きさや図
形が何角形であるかを
求める技能



５ 本時の学習（６／８）

(1) ねらい くさび形の四角形がもつ性質を、既習の図形の性質から根拠となるものを選び、筋道

を立てて説明することができるようにする。

(2) 準 備 フラッシュカード、ワークシート、ミニホワイトボード、棒(直線)、(式で説明の)模造紙

(3) 展 開

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時の学習課題を確認する。 ○既習の図形における角の性質について、フラッシ

5 ュカードを用いて確認する。

分 対頂角、（平行線の）同位角、（平行線の）錯角、内角、外角、補助線

○前時の練習問題を基にして、くさび形の図形の性

質を振り返らせる。

２ 見通しをもち、学習課題を追究す ○解決の見通しをもたせる際には、それぞれの生徒

る。（説明の仕方を考える） 15 が自分なりの見通しをもつことができるように、

分 次のような支援［見通しをもって考えるための工

夫］を行う。

・補助線に見立てた棒を図に重ねて動かすことで、

様々な補助線を具体的にイメージできるように

する。

・生徒が考えた補助線が、どの既習事項と結びつ

くのか意識できるよう、その補助線で説明でき

る理由を必ず問いかける。

・自分の考えた補助線で説明できるか試行できる

よう、くさび形の図が複数かかれたワークシー

トを準備する。

○解決に至らなかった場合は、考えは消さずにワー

クシートに書き残しておくように助言し、他の考

え方で説明させていく。

◎追究が進まない生徒には、次のような支援を行う。

・補助線を引いて見通しを立てている生徒の図を提示し、

どのような見通しを立てているかを考えさせていく。

・黒板に掲示されているフラッシュカードのどれ

が使えそうかを教師と一緒に考えさせ、追究が進

められるようにする。

・必要に応じて、三角形の内角の和が１８０°であ

ることを演繹的に説明する学習で、平行線を引

くことによって角を移動させることができたこ

とを振り返らせ、追究が進められるようにする。

○解決できた生徒には、ミニホワイトボードに説明を

書かせるとともに、他の考え方で説明できないか問

いかけ、複数の考え方で説明できるようにする。

[学習課題] ∠Ｄが凹んだくさび形ＡＢＣＤには、必ず（あ）の関係があることを説明しよう！

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

∠ＡＤＣ＝∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ ・・・・・(あ)

・いつでも（あ）の関係

になりそうだったな。

・補助線なしでは説明できないのかもしれ

ないな。

・補助線はどこに引くといいのかな。

・平行線を引けば説明
できそうだぞ。

・平行線以外の補助線
でも説明できるかな。

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

・平行線を引くと・・・ （直線を引くと・・・）

ア イ

ウ

・延長すると・・・ （半直線を引くと・・・）

エ オ

・点と点を結ぶと・・・ （線分を引くと・・・）

カ キ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

ＢＣを延長し、点Ｃを通りＡＢに平行な直線を引くと･･･

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ



３ (あ)の関係がいつでも成り立つこ ○まず、隣同士で、自分の考え方(補助線の引き方)を

とを説明する。 25 説明し合わせ、全員が、自分の言葉で説明できるよ

○隣同士で説明し合う。 分 うにする。

○全体の場で説明し合い、他の生徒 ○次に全体で説明させる。その際には、それぞれの

の考えを読み取る。 生徒が自分なりに説明したり、他の生徒の考え方

を読み取って説明したりできるように、次のよう

な支援［説明する力を伸ばすための工夫］を行う。

・発表された考えがどの既習事項と結び付くのか

考えさせ、一つ一つ根拠を明確にしていく。

・図のみを発表させ、他の生徒に考えを読み取ら

せたり、説明のみを発表させ、図と結びつけさ

せたりする。

・必要に応じて、解決に至らなかった説明を取り

上げ、その理由や、この後どのように考えてい

けばよいかを全体で考えさせたり説明させたり

する。

○それぞれの考え方が、既習の図形

のどの性質を根拠として説明して

いるかまとめる。 ○解決できた考え方は、既習のどの性質を根拠として

説明しているかをフラッシュカードと関連付けてま

とめ、どれも既習の性質を用いていることに気づけ

るようにする。

４ 本時の学習を振り返り、まとめる。 ○解決できた考え方と既習の図形の性質とを結び付けな

5 がら学習を振り返らせ、本時での学びを自分の言葉

分 でワークシートに書かせる。

６ 板書計画

＜表れてほしい生徒の意識＞

・学んだ図形の性質が使えるように考えて
いけばいいんだ。

・理由をつけて説明するとわかりやすいん
だな。

◇補助線をひいて既習の図形の性質に結びつけて

考え、説明することができる。

（発表・ワークシート）【数学的な見方・考え方】

ア イ ウ エ オ カ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

平角 対頂角 平行線の
同位角

平行線の
錯角

三角形の
内角の和

三角形の
内角と外角

△ＡＢＥの外角
↓

△ＣＤＥの外角

カ

△ＡＢＥの内角の和
↓

平角
↓

△ＣＤＥの内角の和
↓

平角

オ ア

△ＡＢＤの外角

△ＢＣＤの外角

カ

∠Ｃの錯角

∠Ｂの同位角
↓

△ＡＢ’Ｄの外角

ウ エ カ

∠Ａの錯角

∠Ｃの錯角

∠Ｂの同位角
↓

∠Ｂ’の同位角

ウ エ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｅ Ｂ’
Ｅ

Ｂ’

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ ＜課題＞

左のような図形には、必ず、次の

関係があることを説明しよう！

∠ＡＤＣ＝∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ

○ 線分を延長する。
・ＡＤ(ＣＤ)を延長 ＤＡを延長？

○ 平行線を引く。
(１本)・点Ｄを通りＢＣ(ＡＢ)に平行

(２本)・点Ｄを通りＡＢ，ＢＣに平行

・点Ｄを通りＢＣ(ＡＢ)に平行
点Ａを通りＢＣ(ＡＢ)に平行

○ 点と点を結ぶ。
・点Ｂと点Ｄ

・点Ａと点Ｃ

○半直線をひく。

・半直線ＢＤ

・平行線だけでなく、三角形に分けても説
明できるんだ。

・これまでに学んだ図形の性質を使えば、
説明できるんだ。

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

<① 図と説明>

延長線を引くと∠Ａ

と∠Ｂの和に等し･･･

（式や言葉を書いた説明）

<② 図から説明>

→

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

∠ＡＤＥは点Ｄにおける

外角だから隣り･･･

<③ 説明から図>

→

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

∠ＡＤＥ＝∠Ａ＋∠Ｂ

∠ＣＤＥ＝∠Ｃ
：

（式や言葉で書かれた説明）



単元構想 数学科２年 単元名「平行線と角（４章：平行と合同）」
目標 観察，操作や実験などの活動を通して平行線や多角形などの角の性質を見いだし，その性質が成り立つことを既習の図形の性質を根拠にして筋道を立てて説明することができるようにする。 校内研修との関わり

観点 ア 数学への関心・意欲・態度 イ 数学的な見方や考え方 ウ 数学的な技能 エ 数量・図形などについての知識・理解

平面図形の角の性質に関心をもち，平行線 対頂角や平行線の性質を見いだしたり，多角形 対頂角や平行線の性質などを用いて角の大きさを 平行線の性質，三角形の内角の和や内角と外
や角の性質を帰納的に確かめて演繹的に導 の内角や外角の和について予想したりしたこと 求めたり，多角形の内角の和や外角の和などを求 角の性質，多角形の内角の和や外角の和の求
いたり，多角形の内角の和や外角の和を既 を，根拠となる図形の性質を明らかにしながら めたりすることができる。 め方，帰納的な方法と演繹的な方法で示すこ
習の図形の性質に帰着させて考えたりしよ 筋道を立てて説明することができる。 との違いを理解している。
うとしている。
① 図形の性質を調べるのに，既習の学習内 ① 平行線の関係を，角の関係に置き換えて捉える ① 三角形の角，多角形の角についての性質が成り立 ① 対頂角や同位角，錯角の意味，平行線と同位

容や学習体験を生かそうとしている。 ことができる。 つことを説明することができる。 角，錯角の関係を理解する。
② 「この図形にはいつでもこういう性質が ② 観察，操作や実験を通して図形の性質を考察し ・三角形の内角の和は180°である。 ② 対頂角の性質，平行線の性質，平行線である

ある」といえるのかどうかを確かめようと たり，図形の性質が成り立つことを演繹的に考察 ・三角形の外角はそれと隣り合わない内角の和に等 ための条件を理解する。
している。 したりすることができる。 しい。 など ③ 三角形の角についての性質を理解する。

③ 図形の性質の調べ方には実験・実測によ ③ 角についてのいくつかの性質を関連づけて体系 ② 平行線の性質，多角形の内角や外角の性質を利用 ・三角形の内角の和は180°である。
る方法や証明による方法があることや，証 的にとらえることができる。 して，図形のいろいろな角の大きさを求めることが ・三角形の１つの外角は，それととなり合わな
明による方法のよさに関心をもっている。 ④ ｎ角形の内角の和を求めるのに，四角形，五角形， できる。 い２つの内角の和に等しい。

④ 説明の際に現れる多様な考えに関心をも 六角形…の場合というように，帰納的に考察する ③ ｎ角形の内角の和やｎ角形の外角の和を求めるこ ④ 多角形の内角，外角の意味を知り，多角形の
ち，それらを積極的に評価しようとしている。 ことができる。多角形の内角の和の性質を，三角形 とができる。 角についての性質を理解する。

の内角の和をもとにして見出すことができる。 ・ｎ角形の内角の和は，180°×（ｎ－２）である。 ・ｎ角形の内角の和は，180°×（ｎ－２）である。
・ｎ角形の外角の和は360°である。 ・ｎ角形の外角の和は360°である。

時 評価の観点 評価項目・評価方法
次 ねらい（●）主な学習活動（・） 支援・指導上の留意点 校内研修 「○おおむね満足できる」状況(Ｂ)

間 関 思 技 知 「◎十分満足できる」状況（Ａ）
●対頂角の意味とその性質，同位角，錯角の意味を理解する。 ・図形の中にある性質に目がいくように，授業を展開する。 １－① ○対頂角の意味と性質，同位角，錯角の意味を理解している。 ・三本の直線の交わる様子を交差部分

１ ・平面図形を形づくる素になっているものは，点や線であること ・同位角，錯角がとらえられるように，２直線の交差部分を交差 ○ (２－①) ◎対頂角の意味と性質，同位角，錯角の意味とその関係を理解 としてとらえさせ，２つの交差点が
を知る。直線の数が増えるとともに複雑になっていく平面図形 点に見立てて(例：右側手前の角のように)理解させていく。 している。 見える位置に立ったつもりにさせて
の様子をとらえながら，対頂角，同位角，錯角について知る。 考えさせていく。

●平行線の性質，平行線であるための条件を理解する。 ・同位角，錯角を正しく指摘できているかを確認する。 １－① ○平行線の性質で，同位角が等しいことをもとに，錯角が等し ・２本の鉛筆を直線と見なし目の前で
２ ・対頂角，同位角，錯角を指摘する。 ・身近なものから対頂角を探す。 ○ (２－③) いことを説明することができる。 動かす活動をさせ，対頂角はいつで

・平行線の同位角や錯角にはいつでも成り立つ性質があることを ・記号を用いることのよさを実感させながら，対頂角の性質を理解 ◎平行線の性質で，同位角が等しいことをもとに，錯角が等し も等しいことを理解させていく。
見付ける させる。 いことを文字や式を用いて説明することができる。

・平行線の性質に関する問題練習をする。 ・同位角，錯角のどちらかが等しければ平行線になるということを， １－③ ○対頂角や平行線の同位角，錯角を使って，角の大きさを求め ・平行線の性質と条件の違いについて，
３ ・同位角に着目しながら，２直線が平行になる場合の同位角 平行線の性質と混同しないように指導していく。 ○ （２－①） ることができる。 角と直線の関係でとらえさせていく。

の関係を直感的にとらえる。 ・三角定規をずらして平行線がかけたわけが説明できるようにする。 ◎対頂角や平行線の同位角，錯角を使って，角の大きさを能率 ＜性質：直線→角 条件：角→直線＞
・錯角が等しければ平行であることを演繹的に説明する。 的に求めることができる。
●実験・実測による帰納的な説明と，演繹的な説明のそれぞれの ・平行線を引くことに生徒自らが気づけるように，操作活動やペア １－③ ○実験・実測による説明と，演繹的な説明のそれぞれの特徴を ・操作活動をもとにした図を利用するこ

４ 特徴を理解する。 での意見交換を取り入れていく。 ○ ２－② 理解している。 とで、小学校での学習を想起しやす
・実験，実測による説明の問題点を考える。 ・切って角を並べる考えと平行線を引いて角を１カ所に集める考え ◎実験・実測による説明と，演繹的な説明のそれぞれの特徴を くする。
・三角形の内角の和は180°であることの説明の仕方を考える。 を比較しそれぞれのよさに触れていく。 理解するとともに，演繹的な説明ではいつでも成り立つこ

とがいえるの重要性を理解している。
●三角形の内角と外角についての性質を，平行線の性質を使って ・切って角を並べる考え方の問題点を振り返り、演繹的に説明する １－③ ○図形の性質に関心をもち，補助線をひいて調べようとしてい ・操作活動をもとにした図や既習事項を

５ 説明することができる。 ために必要となる補助線の引き方について丁寧に扱う。 ○ ２－③ る。 かいたフラッシュカードをヒントに
・三角形の内角の和は180°であることを演繹的に説明する。 ◎図形の性質に関心をもち，補助線をひいて調べようとすると させて、平行線をどこに引けばよい
・三角形の内角と外角に関する問題練習をする。 ともに，自分の考えを積極的に伝えようとしている。 かに気付かせていく。
●くさび形の図形がもつ性質を既習の性質を使って説明すること ・見通しをもって考えられるように、補助線に見立てた棒を図 (１－①) ○図形の性質を，補助線をひいて既習の図形の性質に結びつけ ・補助線を引いて見通しを立てている生徒

６ ができる。 に重ねて動かしたり、くさび形の図が複数かかれたワークシ ○ １－③ て考え、説明することができる。 の図を提示したり、黒板に掲示され
・くさび形の図形の性質を見いだす。 ートを準備し、説明できるか試行できるようにしたりする。 ２－② ◎図形の性質を，補助線をひいて既習の図形の性質に結びつけ ているフラッシュカードのどれが

本 ・発見した性質を既習の図形の性質を平行線の性質や三角形の内 ・発表された考えがどの既習事項と結び付くのか考えさせたり、 て考え、言葉や式、記号などを適切に用いて，根拠を明確 使えそうかを考えさせたりして、追
時 角の和，三角形の内角と外角の関係を用いて説明する。 他の生徒の考えを読み取らせたりする。 にしながら説明することができる。 究が進められるようにする。

●多角形の内角の和を求める式を帰納的に導くことができる。 ・六角形の内角の和を求める活動からスタートして，三角形に (１－②) ○ n 角形の内角の和を求めることができる。 ・ペアで自分の考えを説明し合う時間を
７ ・多角形の内角について知る。 分割すれば求められることに気付かせていく。 ○ ２－① ◎ n 角形の内角の和を求めることができるとともに，内角が既 設けていく。

・ｎ角形の内角の和が180°×（ｎ－２）で求められることを，対 ・１つの頂点から対角線を引く考えや図形内部に点を取り各頂 ２－② 知であるときに方程式を使って何角形であるかを求めるこ ・どの考えを使って求めたかをはっき
角線による図形の分割によって説明する。 点と結ぶ考えなどを比較させながら理解させていく。 とができる。 りとつかませていく。

●多角形の外角の和を求める式を，演繹的に導くことができるこ ・外角ばどこのことなのかを予想させ，内角との和が180°となるこ (１－①) ○多角形の外角の和の求め方に関心をもち，それについて調べ ・内角を赤，外角を青で色づけさせそ
８ とを理解する。 とをおさえていく。 ○ １－③ ようとしている。 れらの和に着目させていくことによ

・多角形の外角について知る。 ・頂点の数が増えても，外角の和は一定であることをとらえさせて ２－③ ◎多角形の外角の和の求め方に関心をもち，多角形の内角の和 り，内角の和が利用できることをと
・ｎ角形の内角の和が180°×（ｎ－２））を用いて，ｎ角形の外角 いく。 の学習を振り返って関連づけながら，それについて調べよ らえさせていく。

の和は360°であることを説明する。 うとしている。

［中２］４章 平行と合同

１節 平行線と角

２節 合同な図形

［中２］５章 三角形と四角形

［中１］５章 平面の図形
［小２］直線 三角形 四角形 正方形 長方形 直角三角形

［小３］角 二等辺三角形 正三角形 円 直径 半径

［小４］平行 垂直 対角線 平行四辺形 台形 ひし形

［小５］多角形 正多角形 合同 内角の和 円周 円周率

［小６］線対称 点対称 拡大 縮小

［中３］５章 相似と比

１ 基礎・基本の定着

①既習事項の確認
（発問・観察・豆テスト等）

②計算問題のスパイラル学習
（ワーク・豆テスト等）

③既習事項の活用
（説明・発言・ノート等）

２ 言語活動の充実

①意見発信
（オーラルコミュニケーション）

②意見交換
（伝え合う活動）

③意見共有
（文章表現）

評
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目
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［中３］６章 三平方の定理

［中３］７章 円

「努力を要する」状況（Ｃ）と

判断される生徒への具体的支援

平
行
線
と
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の
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学習シート（評価シート）「平行線と角」

年 組 氏名

◎自分の説明を振り返り、よりよい説明にしよう。

＜修正が必要な部分＞

＜修正した説明＞

◎もう一度説明してみよう

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ



学習シート（評価シート）

１

＜説明＞

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｃ Ｄ ＜説明に使った図形の性質＞

∠Ａ＋∠Ｂ＝∠Ｃ＋∠Ｄ

２
Ａ

＜説明＞

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｂ Ｃ ＜説明に使った図形の性質＞

∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＋∠Ｄ＋∠Ｅ＝１８０



学習シート（評価シート）
Ａ

Ｆ Ｊ Ｅ

Ｂ

Ｇ Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｃ

∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＋∠Ｄ＋∠Ｅ＝１８０

＜説明＞

＜説明に使った図形の性質＞


	251019公開授業Web（数学）
	251015指導案（送付用）学校
	Taro-251015指導計画（送付用）３
	Taro-251015評価問題（最終）

